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1健康増進法に基づく基本方針の改正について  
■  

2
 
 
 



2．改正の趣旨  

「今後の生活習慣病対策の推進について（中間とりまとめ）」（平成17年9月15  
県が総合調整 日・地域保健健康増進栄養部会）において、都道府機能を発揮すべ  

く、都道府県健康増進計画の内容充実の必要性が指摘された。  
さらに、今般の医療構造改革においては、国民の生活習慣改善に向けた普及啓発  

を積極的に進めることなど疾病の予防の重視が柱の一つとされた。   
以上のことを踏まえ、基本方針を改正することとした。  
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3．改正の内容  
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（2）都道府県健康増進計画改定ガイドライン（確定版）  

1都道府県健康増進計画の内容充実の基本的な方向性  

O「健康日本21」の代表目標項目を始めとして、地域の実情を踏まえた地域住民にわかり  

やすい目標値を提示。   

具体的には、内臓脂肪型肥満に着目し、メタポリツクシンドロームの該当者一予備群の減少  

率や、健診・保健指導の実施率の目標、その他、運動、食生活、喫煙等に関する目標を設定。  

○ 都道府県の総合調整の下、関係者が協議して、健診・保健指導や普及啓発等の具体的  
施策に即し、医療保険者、市町村等の具体的な役割分担を明確化するとともに、関係者間  
の連携を促進。   

このため、都道府県が中心となって協議する場として、地域・職域連携推進協議会を開催。  

○ 各主体の健診・保健指導や普及啓発等の取組の進捗状況や目標の達成状況について、  
都道府県が中心となって定期的に管内の状況を評価し、その後の取組等に反映。  
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2 都道府県健康増進計画改定の進め方  

○ 基本的な方向性を踏まえ、次の手続きを経て、  
新しい都道府県健康増進計画を策定する。  

①目標項目の設定  

②地域の実態の把握（各都道府県における調査の実施）  

③地域の実情を踏まえた目標値の設定  

④目標値を達成するために必要な取組の検討  

⑤関係者の役割分担と連携促進に向けた協議  

⑥計画の策定  
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進に向けた協議  

○ 各都道府県ごとに設定した目標値の達成に向け、管内の医療保険者、事業者、  
市町村その他の関係者が、  
① どのような役割分担で、  
② どのような取組をそれぞれが行い、  
③ どのような連携方策を講じていくか、  
等について、都道府県が総合調整機能を発揮し、関係者間で協議する。これらの  
役割分担、連携促進方策について都道府県健康増進計画に具体的に明記する。  
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糖尿病等の生活習慣病の発症予防・重症化予防の流れに対応した客観的評価指標  

○メタポリツクシンドローム予備  

群・該当者数  

・肥満度測定結果（腹囲、BMI）  

・血圧測定結果  

・脂質測定結果  

等 ・血糖測定結果  

●虚血性心疾患新規受診率  

●脳血管疾患新規受診率  

●糖尿病による視覚障害新規発症率  

●糖尿病による人工透析新規導入率  

●虚血性心疾患死亡率  

●脳血管疾患死亡率  

●平均自立期間  

○脂肪エネルギー比  

○野菜摂取量  

○日常生活における歩数  

○運動習慣のあるものの割合  

○睡眠による休養不足者の割合  

【生活機能の低下  

要介護状態】  

【死亡】  

【生活習慣病発症】  
（メタポリッウシンドローム該当者）  

【重症化・合併症】  【不適切な生活習慣】【境界領域期】  
（メタポリックシンドローム予備群）  

・心疾患  

（心筋梗塞、狭心症）  

・脳血管疾患  

（脳出血、脳梗塞）  

・糖尿病による人工透析  

・網膜症による失明  

・不適切な食生活  

・運動不足  

・ストレス過剰  

・睡眠不足  

・飲酒  

・喫煙  など  

・肥満  

・高血圧  

・脂質異常  

1高血糖  

・要介護  

・死亡  

■受療促進  

・適切な治療と生活  

習慣（食事・運動・禁煙  

等）の改善指導  

・生活習慣（食事・運  

動・禁煙等）の改善  

指導  

健康づくりに関する  

普及・啓発  

○メタポリックシンドローム  

該当者・予備群の減少  
○メタポリツクシンドロー ○健診実施率 ○保健指導実施率  ○医療機関受診率  

ムの概念の浸透度  
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